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組

合
や
市
民

団
体
と

宗
教

者
が

協
力

す
る

点
で

、

「

宗
教
」

の

枠
を

越
境．

す
る

試
み

（
超
宗
教

性
）

で

あ
る

。

ま
た
、

「

宗
教
者
災

害
支
援
連

絡
会
」

や

「

宗
教

者
災
害

救
援
ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク
」

は、

宗
教
者
と
宗

教
研
究
者
が

緊

密
に

連
携
を

取
り
合
っ

て

い

る

点
で

、

「

宗
教
研

究
」

と

い

う
営
み
に

自

明
の

も
の

と
さ
れ

る

研

究
の

主

体
と

客
体
と
い

う
分

割
線
を
双

方
か
ら

「

越

境
」

す
る

試
み

で

も
あ
る

。

さ
ら
に

こ

れ

ら

の

「

越
境
性
」

が

す
べ

て

見
ら
れ
る

点
で

、

「

支

縁
の

ま

ち
ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク
」

の

活
動
は

注
目
に

値

す
る

と
い

え
よ

う
。

支

縁
の

ま
ち
ネ
ッ

ト

ワ

ー

ク

の

今
後
の

展

開
は、

「

社
会
的
行
為
主

体
と

し

て

の

研
究
者
と

い

う
ポ

ジ

シ

ョ

ナ
リ

テ
イ

」

（
櫻

井

義
秀）

と
い

う
点
で

も
、

「

宗

教
者
と

研

究
者
の

密
接
な
コ

ラ

ボ

レ

ー

シ

ョ

ン

に

よ
る

ア

ク

シ
ョ

ン

リ

サ
ー

チ

型
の

調
査
研
究
」

（

白
波
瀬
達
也
）

と

い

う
点
で

も
、

こ

れ
か
ら
の

「

宗
教
研
究
」

や

「

宗
教
者
」

の

あ
り
方

に
一

石
を

投
じ

る

も
の

と
な
る

か
も
し

れ
な
い

。

ア

メ

リ
カ

黒
人
の

オ

リ
シ

ャ

崇

拝
運

動
に

み
る

　

縁
の

形
成
と

ジ
ェ

ン

ダ
ー

小

　
池

郁

　
子

　

本
発
表
の

目

的
は、

ア

フ

リ

カ

系
ア

メ

リ

カ

人
（
ア

メ

リ

カ

黒
人）

の

社

会
運

動
の
一

つ

で

あ
る

、

オ
リ

シ

ャ

崇
拝
運
動
に

お
い

て

編
み
出
さ
れ

る

縁
　
　
人
と
人
と

の

つ

な
が

り
　
　
と
、

そ

こ

で

の

ジ
ェ

ン

ダ
ー

に

ま

つ

わ
る

事

象
を
と

り
あ
げ

、

運

動
と
ジ
ェ

ン

ダ
ー

と
が

交
錯

す
る

領
域
に

つ

い

て

考
察
す
る

こ

と
で

あ
る

。

具
体
的
に

は
、

オ
リ

シ

ャ

と

呼
ば
れ
る

西
ア

フ

リ

カ
、

ヨ

ル

バ

の

神
々

を

崇
拝
す
る

宗
教
・

文

化
実

践
を

核
に

し

た

オ
リ

シ

ャ

崇
拝
運
動
が
展
開
さ

れ

る

社
会
空
間
に

着
目
す
る

。

そ
の

う

え
で

、

運
動
の

社
会
空
間
が
形
成
さ
れ

る

な
か

ジ
ェ

ン

ダ
ー

は

ど
の

よ
う

に

規
定
さ
れ
て

き
た

の

か、

ま
た

ジ
ェ

ン

ダ

ー

を
め

ぐ
る
問
題
が
運
動
に

ど

の

よ
う
な

影
響
を
与
え
て

き
た

の

か

に
つ

い

て
、

運

動
形
態
の

変．
化
と

と

も
に

検
討
す
る．．

　
オ
リ

シ

ャ

崇
拝
運
動
は
一

九

五

〇

年
代
後
半
に
ア

メ

リ
カ

合

衆
国
で

組

織

化
さ
れ

た
。

こ

の

運
動
の

当
初
の

特
徴
と

し
て
、

ブ

ラ

ッ

ク
・

ナ

シ
ョ

ナ
リ

ズ

ム

（
黒
人

分
離
主

義
）

、

伝
統
的
価
値
観
・

生

活

様
式
の

尊
重

、

身

体
的
な

文
化
の

実
践

、

コ

ミ

ュ

ー

ン

（
生
活
実
践
共

同
体）

の

形
成

、

脱

都
会
志

向
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る

。

こ

う
し
た

特
徴
を

踏
ま
え
て

、

本
発

表
は

、

初
期
の

オ
リ
シ

ャ

崇
拝
運
動
を
ブ
ラ
ッ

ク
・

ナ

シ
ョ

ナ
リ

ズ

ム

と

伝

統
的
価

値
観
を
軸
に

、

人
と

人
の

つ

な
が
り
を
形
成

す
る

社

会
運

動
と

し
て

注
目

す
る

。

そ
れ
で

は、

ブ

ラ
ッ

ク
・

ナ
シ
ョ

ナ

リ

ズ

ム

や

伝
統
的

価

値
観
を
め

ぐ
っ

て

は
、

ど

の

よ

う
な
議
論
が
な
さ
れ
て

き
た
の

で

あ
ろ

う
か

。

ブ

ラ

ッ

ク
・

ナ

シ

ョ

ナ

リ

ズ
ム

に

関
し
て

は
、

そ
れ

を

実
践
す
る

社

会
空
閥
の

暴
力

性
、

閉

鎖
性
が
強
調
さ
れ
て

お

り
、

社
会
や

政
治
と
の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ
ー

シ

ョ

ン

が

欠
如
す
る

傾

向
に

あ

る
と

論
じ

ら
れ
て

い

る

［

中
条

二

〇
〇

二
、

本
田

二

QO

五
］

。

ま
た

、

伝
統

的
価
値
観
に

つ

い

て

は
、

性

別
分
業
な
ど
の

伝
統
的
価
値
観
に
よ
っ

て

コ

ミ
ュ

ニ

テ
ィ

が

束

縛
さ
れ
て

い

る
と

指
摘
さ
れ

て

い

る

［

Ω
餌

蒔
一

〇

〇

メ

O
霞
葦

60
刈
］

。

あ
る

い

は
、

コ

ミ
ュ

ニ

テ

ィ

形

成
の

際
に

、

ア

フ

リ

カ

の

伝
統
的
価
値
観

を

強
調
し

す
ぎ
る

と
、

家
父

長
制
を
支
え
る

性
規

範
、

性
役
割
が
再
強
化

さ
れ

か

ね
な
い

と
の

議
論
も
あ
る

［

Ω
二
〇
団

卜oOOO

凵

。

　
そ

こ

で
、

本
発
表
は

、

ブ

ラ

ッ

ク
・

ナ

シ
ョ

ナ

リ
ズ

ム

の

な

か
で

も、

と

り
わ

け
伝
統
的
価
値
観
を
重

視
す
る

オ
リ
シ

ャ

崇
拝
運
動
の

変
容
過
程
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を
ジ
ェ

ン

ダ
ー

と
の

関
わ

り
か

ら

明
ら
か

に

し
、

運
動
の

社
会

的
、

文
化

的

変
容
能
力
の

可
能
性
に

つ

い

て

考
察

す
る

。

あ
わ
せ
て、

ア

メ

リ

カ

黒

人
の

社

会
運

動
に

お

い

て
、

女
性
成
員
は

米
国
杜
会
と

男
性
成

員
か

ら
二

重
に

抑
圧
さ
れ

た

被
害
者
と

し
て

論
じ

ら
れ
る
こ

と

が

多
い

が

［

出
oo

訪

一

〇
り
N

、

萩
原
一

九
九
七、

風
呂
本

二

〇
〇
三、

フ

ッ

ク

ス

ニ

〇
一

〇
］

、

本
発
表
で

は

こ

の

点
に

つ

い

て

も
言
及
す
る

。

　

以
上
を

踏
ま

え
て
、

本
発
表
は

次
の

こ

と
を

明
ら

か
に

す
る
。

す
な
わ

ち
、

オ

リ
シ

ャ

崇
拝
運
動
に
は
、

運

動
形
態
が

変
化
し

た

と
は
い

え
、

伝

統
的
価
値
観
を

現
在
も
重
ん

じ

て

い

る

ゆ
え
に

、

集
合

的
崇
拝
拠
点
（

オ

ヨ

ト
ゥ

ン

ジ

村
）

に

せ

よ
、

個
別
崇
拝
組
織
（

ハ

ウ

ス
）

に

せ

よ
、

運
動

結
成
当
初
か

ら

の

家
父

長
的、

男
性
優
位
主

義
的
な

実

践
が

み

ら
れ

る

領

域

も
あ
る

。

さ
ら
に
、

ハ

ウ

ス

に

お

け
る

男
性
結
社
や

女
性
結
社
の

活
動

な

ど
で

は
、

自
由

労
働
イ

デ
オ

ロ

ギ
i

［

兼
子

二

〇
〇
八

参．
考凵

に

も

と
つ

い

た

「

男
ら
し
さ
」

を
養
成
す
る

こ

と

も
あ
り、

家
父

長
的、

男
性

優
位
主

義
的

な

価
値
観
を
助

長
し
て

し
ま

う
こ

と

も

否
め
な
い

。

た
だ

し
、

オ
リ
シ

ャ

崇
拝
運
動
を
実
践
す
る

女
性
成
員
は
、

従
属
的、

被
保
護

的
立
場
に

終
始
し、

運
動
に

よ

っ

て

抑
圧
さ

れ
て

い

る

だ

け
で

は

な

い
。

女
性
成
員
は
、

と
き
に

は

米
国
と

い

う
国
家
の

枠
組
み

を
超
え
た

ヨ

ル

バ

ラ

ン

ド
の

オ
リ

シ
ャ

崇
拝
者
や、

民
族
の

枠
組
み

を

超
え
た

崇
拝
者
と
の

つ

な
が
り
を
築
く
こ

と

で
、

オ

リ
シ

ャ

崇
拝
の

ジ
ェ

ン

ダ
ー

規
範
を

変
容

さ
せ
て

い

る
。

こ

の

こ

と

は、

結
果
と

し
て
、

オ
リ
シ

ャ

崇
拝
と

い

う
実

践
を

軸
に

女
性
の

地

位
を

向
上

さ

せ

る
と
と

も
に
、

限

定
的
で

は

あ
る

が、

男
性
の

み

が
社
会
的、

経
済
的
な

責
任
を
負
う
べ

き
で

あ
る

と

い

う

家
父
長
的
な
価
値

観
か
ら
男
女
双
方
の

成
員
を
解
き
放
つ

可
能
性
を

も
た

ら

す
と

い

え
よ

う
。

東
西
霊
性
交
流

に

お

け
る
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

側
の

　

受
け
止
め

方

　

そ
の
】

例

峯
　
岸
　
正

　
典

　
本
発
表
は

第
二

回
東
西
霊

性
交

流
の

記
録
か
ら、

来
日
し
た
一

七
人
の

修
道
士

、

修
道

女
の

論
考
を

中
心
に
、

な
ぜ

彼
ら
が
日

本
の

修
行
道
場
で

禅
の

実
践、

実
修
を
し

よ

う
と

す
る

の

か、

そ
の

要
因
を
考
究
し、

こ

の

交
流
の

持
っ

て

い

る

基

本
的
性
格
と

そ
の

特
徴
に
つ

い

て

報
告
し
よ

う
と

す
る

も
の

で

あ
る

。

資
料
と
し

て

は

「

カ

ト
リ
ッ

ク

修
道
士
の

禅
堂
体
験

1
「

第
二

回
東
西
霊
性
交

流
」

報
告
1

』

（

発
行
人
・

平
田
精

耕、

］

九

八

四
、

五
）

を

用
い

た
。

こ

の

交
流
に

お
い

て

は

 
参
加
者
が

欧
州
側
か

ら

の

最
初
の

来
日
グ

ル

ー

プ
で

あ

り、

目
本
側
も
受
け
入
れ
に

力
が
入
っ

て

い

た

と
い

う
こ

と
。

 
初
め

て

来
日
し
た

人
た

ち
が

多
く、

事
前
の

予

備
知
識
が

そ
れ

以

降
の

人
た
ち
よ

り
少
な
い

と

い

う
こ

と
。

 
「

東
西
霊

性
交
流
」

自
体
を

中
心
と
な
っ

て

進
め

る
修
道
士
た

ち

が
参
加
し
て
い

た

こ

と
な

ど
が

特
記
さ

れ

る
。

カ

ト

リ
ッ

ク
内
部
で

提
示
さ
れ
た

参
加
条
件

は
、

 
修
道
院
で

生

活
し

て

い

る

こ

と
。

 
東
西
の

霊

性
に

関
心
を
持
っ

て

い

る

こ

と
。

 
日

本
で

の

坐

禅、

摂
心
に

耐
え
る

こ

と

が
で

き
る
よ

う

あ
る

程
度
坐

禅
の

経
験
が

あ
る

こ

と
で

あ
っ

た
。

参
加
者
十
七

名
の

う
ち

二

名
の

み

が

女
性
で
、

平
均
年
齢
は

五

十
一

歳、

司
祭
が
全
体
の

七
六
％

を

占
め

、

大
半
が
ベ

ネ
デ

ィ

ク

ト

会
士
で

あ
っ

た
。

修
道
年
数
の

平
均
は

二

十
九

年
で

、

修
道

院
で

指
導
的
立

場
に
あ
る

人
が

五

二

％
。

坐
禅
の

経

験
に

関
し

て

は
、

平
均
八

年
と
い

う
こ

と
で

あ
っ

た
。

　
彼
ら

が
来

日
前
に

抱
い

て

い

た

「

禅
」

は

坐

禅
、

ゆ
っ

く

り
し
た

動

196（1030）

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


